






:研究目的: 

口蓋裂は顎顔面に限局した外表奇形であり,その治療に際しては,形成手術を形成外科,口

腔外科,耳鼻科などが,全身的な問題を小児科が,そして,歯科的問題については小児歯科,

矯正科,補綴科などが担当するというように多くの分野の協力が必要となる。しかし,この

ような総合的な管理が可能な医療施設がある地域は決して多くはなく,異なった地区にあ

るそれぞれの施設に通わなければならない場合も多い。 

このような医療環境下であっても,各科相互に十分な情報交換が行われていれば,単一施設

での総合的な管理と同じ効果を得ることは可能である。そこで,乳児期からの歯科的管理が

なされていない例について,どのような歯科保健上の問題点があるかの実態を知ることを

目的とし.歯科疾患有病状況と重症度,乳幼児期の食行動.保健行動について調べた。 


